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日
本
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
イ
ネ
の
多

く
は
自
殖
性
が
強
く
、
品
種
の
純
度
が

高
く
維
持
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
開

花
時
に
お
し
べ
が
花
の
外
ま
で
伸
び
て

外
部
に
花
粉
を
飛
散
さ
せ
る
た
め
、
低

頻
度
な
が
ら
自
然
交
雑
も
し
ま
す
。
そ

の
た
め
、
遺
伝
子
組
換
え
イ
ネ
や
有
色

素
米
な
ど
、
花
粉
飛
散
に
よ
る
自
然
交

雑
に
注
意
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
こ
う
し
た
自
然
交
雑
を
抑
制
す

る
た
め
、
私
た
ち
は
東
京
大
学
、
九
州

大
学
と
共
同
で
、
「
花
粉
が
飛
散
し
な

い
（
閉
花
受
粉
性
）
イ
ネ
」
を
開
発
し

て
い
ま
す
。

　
イ
ネ
の
花
は
外
側
か
ら
、
穎
（
「
も

み
が
ら
」
と
な
る
部
分
）
、
鱗
被
、
お

し
べ
、
め
し
べ
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
（
図

１
）
。
「
鱗
被
」
は
外
穎
の
基
部
に
あ

る
丸
く
小
さ
な
器
官
で
、
イ
ネ
の
「
花

び
ら
」
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
、
鱗

被
が
膨
れ
て
外
穎
を
外
側
に
押
し
出
す

こ
と
に
よ
っ
て
イ
ネ
の
花
が
開
き
ま
す
。

鱗
被
の
形
を
変
化
さ
せ
れ
ば
、
開
花
せ

ず
に
内
部
で
受
粉
す
る
閉
花
受
粉
性
イ

ネ
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
は

ず
で
す
。

東
京
大
学

で
は
、
九

州
大
学
の

作
成
し
た

突
然
変
異
体
集
団
の
中
か
ら
、
お
し
べ

や
め
し
べ
に
は
変
化
が
な
い
も
の
の
、

鱗
被
が
変
形
し
て
、
膨
ら
む
こ
と
が
で

き
な
く
な
っ
た
た
め
、
開
花
し
な
く
な

っ
た
突
然
変
異
体
を
発
見
し
ま
し
た
（
図

２
、
３
）
。
中
央
農
研
と
東
京
大
学
で

さ
ら
に
詳
し
く
調
べ
た
結
果
、
閉
花
受

粉
性
の
原
因
遺
伝
子
は
、
鱗
被
と
お
し

べ

の

形

作

り

を

決

定

す

る

SU
P

E
R

W
O

M
A

N
1

（SP
W

1

）遺
伝
子
で

あ
る
こ
と
を
つ
き
と
め
、
こ
の
閉
花
受

粉

性

イ

ネ

を

su
p

e
rw

o
m

a
n

1
-

cleistogam
y (

略
称
：spw

1-cls)

と
名
付

け
ま
し
た
（
「cleistog

am
y

」
は
「
閉

花
受
粉
性
」
の
意
味
）
。
解
析
の
結
果
、

spw
1-cls

変
異
体
で
は
、SP

W
1

タ
ン
パ

ク
質
の
１
つ
の
ア
ミ
ノ
酸
が
別
の
ア
ミ

ノ
酸
に
変
異
し
た
た
め
、
機
能
が
低
下

し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
鱗
被
を

正
常
に
形
成
で
き
な
く
な
っ
た
が
、
わ

ず
か
に
残
っ
たSP

W
1

の
活
性
に
よ
っ
て

お
し
べ
を
正
常
に
形
成
し
、
閉
花
受
粉

性
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
中
央
農
研
と
東
京
大
学
の
圃
場
で
栽

培
し
た
と
こ
ろ
、spw

1-cls

変
異
体
の
主

要
な
農
業
形
質
は
原
品
種
と
顕
著
な
差

が
な
く
、
閉
花
受
粉
性
イ
ネ
品
種
を
育

成
す
る
た
め
の
有
望
な
遺
伝
資
源
と
し

て
期
待
さ
れ
ま
す
。
今
後
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
環
境
下
でspw

1-cls

を
栽
培
し
、

閉
花
受
粉
性
の
安
定
性
を
検
証
し
つ
つ
、

多
様
な
場
面
で
の
利
用
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

! !

市
民
講
座
開
講
中

 
 

地
域
の
方
々
に
中
央
農
研
を
ご
理
解
い
た
だ
く
た

め
に
、研
究
者
が
専
門
分
野
の
話
題
を
中
心
に
親
し

み
や
す
く
お
話
す
る
市

民
講
座
を
10
月
か
ら
開

講
し
ま
し
た
。
毎
月
、第

２
土
曜
日（
9
時
30
分
〜

10
時
30
分
）に
食
と
農
の

科
学
館in

つ
く
ば
で
開
催

し
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

（
今
後
の
予
定
）

第
6
回 

3
月
8
日（
土
）

　
　
植
物
の
病
気
か
ら

　
　
見
る
食
の
安
定
と

　
　
安
全

第
7
回 

4
月
12
日（
土
）

　
　
日
本
農
業
の

　
　
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
（
開
放
型
研
究
施
設
）

　
民
間
や
大
学
な
ど
と
共
同
し
て
研
究
を
行
う
た
め
に
、

研
究
施
設
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

●
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
学
官
共
同
開
発

　
研
究
施
設

●
環
境
保
全
型
病
害
虫
防
除
技
術
開
発
共
同
実
験
棟

●
萌
芽
研
究
推
進
共
同
実
験
棟

利
用
な
ど
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
先

企
画
管
理
部
　
業
務
推
進
室
（
交
流
チ
ー
ム
） 
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図1　イネの花の断面模式図

図2　閉花受粉性イネの穂
左：台中65号、右：閉花受粉性イネ
閉花受粉性イネではおしべが花の外に出ない。

図3　閉花受粉性イネの花の内部構造
左：野生型　右：閉花受粉性イネ
閉花受粉性イネでは、おしべは正常だが、鱗被（矢印）
が細長く伸長している。（内部が見やすいように、外穎
と内穎を取り除いてある）

平
成
19
年
度

基
幹
的
農
家
と
の
集
い
興
農
会
報
告

　
中
央
農
研
が

生
産
農
家
の
方

々
と
の
直
接
の

意
見
交
換
の
場

と
し
て
毎
年
開

催
し
て
き
て
い

る
興
農
会
を
、

12
月
12
日
に
中

央
農
研
大
会
議

室
に
て
開
催
し

ま
し
た
。
日
頃

か
ら
中
央
農
研
の
研
究
に
関
心
を
持
っ
て
お
ら

れ
る
生
産
農
家
28
名
を
は
じ
め
と
し
て
、
県
の

試
験
場
関
係
者
を
含
め
75
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

会
議
で
は
有
機
農
業
に
関
す
る
研
究
紹
介
を
行

い
、
農
家
の
方
々
か
ら
窒
素
施
用
、
堆
肥
の
広

域
流
通
、
ヒ
エ
の
除
草
な
ど
に
つ
い
て
質
問
が

あ
り
、
研
究
担
当
者
か
ら
回
答
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
生
産
農
家
か
ら
今
年
の
営
農
を
振
り
返

っ
て
、
ロ
ン
グ
マ
ッ
ト
の
利
用
状
況
や
稲
・
大

豆
の
作
柄
な
ど
を
中
心
に
報
告
し
て
頂
き
ま
し

た
。
な
お
、
本
会
の
詳
細
に
つ
い
て
は
冊
子
に

と
り
ま
と
め
公
表
し
ま
す
。

エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
2
0
0
7
に

出
展
し
ま
し
た

  

「
地
球
と
私
の
た
め
の
エ
コ
ス
タ
イ
ル
フ
ェ
ア

エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
２
０
０
７
」
が
12
月
13
〜
15

日
の
3
日
間
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
、

過
去
最
大
の
16
万
人
を
超
え
る
来
場
者
数
で
会

場
は
、
大
い
に
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
中
央
農
研
は
、
「
食
べ
物
の
ち
か
ら
」
の
コ

ー
ナ
ー
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
生
活
者
の
た
め
の
食

の
安
全
協
議
会
と

共
同
で
出
展
し
、

バ
イ
オ
燃
料
、
飼

料
イ
ネ（
牛
肉
、牛

乳
プ
リ
ン
試
食
）、

フ
ィ
ー
ル
ド
サ
ー
バ
、

ロ
ー
ル
ベ
ー
ル
等

を
展
示
し
、
研
究

者
が
直
接
、
研
究

成
果
を
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た
。

一
般
公
開
の
ご
案
内

日
　
時
　
平
成
20
年
4
月
18
日（
金
）10
時
〜
16
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
19
日（
土
）10
時
〜
16
時

場
　
所  

食
と
農
の
科
学
館
　
つ
く
ば
リ
サ
ー
チ

　
　
　
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー

公
開
内
容
・
研
究
成
果
を
ク
イ
ズ
で
紹
介
　
　

　
　
　
　
・
お
米
新
品
種
、
飼
料
イ
ネ
肥
育
牛

　
　
　
　
　
の
試
食

　
　
　
　
・
研
究
者
に
よ
る
講
演
会

お
問
い
合
せ
先 

            

企
画
管
理
部
情
報
広
報
課
広
報
係
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特　集 フィールドサーバの汎用化

フィールドモニタリング研究チーム　平藤　雅之

■
は
じ
め
に

　
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
ー
バ
は
、
農
場
の
よ
う
な

広
が
り
の
あ
る
空
間
の
環
境
デ
ー
タ
（
気
温
、

湿
度
、
日
射
量
、C

O
2

濃
度
な
ど
）
と
画
像

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
小

型
の
観
測
ロ
ボ
ッ
ト
で
す
。
フ
ィ
ー
ル
ド
サ

ー
バ
は
相
互
に
無
線L

A
N

で
通
信
し
て
セ
ン

サ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
な
り
、
そ
の
一
つ
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
繋
ぐ
と
す
べ
て
の
フ
ィ
ー

ル
ド
サ
ー
バ
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
繋
が
り

ま
す
。
2
0
0
2
年
に
試
作
機
第
一
号
が
完

成
し
、
こ
れ
ま
で
国
内
外
の
各
地
で
テ
ス
ト

を
し
な
が
ら
開
発
を
進
め
て
き
ま
し
た
（
図

１
）
。
2
0
0
5
年
に
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の

イ
ー
ラ
ボ
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
が
製
品
化
し
、

研
究
用
と
し
て
販
売
し
て
い
ま
す
。
最
近
、

松
下
電
工
も
製
品
化
し
、
試
験
販
売
中
で
す
。

　
さ
て
、
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
ー
バ
に
は
、
栽
培

管
理
、
地
球
観
測
、
不
法
投
棄
監
視
、
国
内

外
の
遠
隔
農
場
の
管
理
、
農
場
の
見
守
り
、

食
品
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
な
ど
様
々

な
用
途
が
あ
ま
す
。
そ
れ
ら
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
に
改
良
し
て
き
ま
し
た
が
、
現
在
の
大

き
な
課
題
は
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
ー
バ
の
汎
用
化

と
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
で
す
。
か
つ
て
我
が
国
の

農
業
機
械
産
業
が
経
験
し
た
よ
う
に
国
内
の

農
業
の
需
要
だ
け
で
は
量
産
効
果
は
小
さ
く
、

大
幅
な
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
は
な
か
な
か
困
難
で

す
。
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
ー
バ
を
汎
用
化
す
る
と

市
場
が
拡
大
し
、
価
格
は
安
く
な
り
ま
す
。

 

　 

　 

　 

　 

■
高
機
能
化

　
文
部
科
学
省
「
都
市
エ
リ
ア
・
筑
波
研
究

学
園
都
市
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
、
都

市
（
つ
く
ば
市
の
よ
う
な
田
園
都
市
）
に
お

け
る
ニ
ー
ズ
に
も
応
え
ら
れ
る
よ
う
フ
ィ
ー

ル
ド
サ
ー
バ
の
高
機
能
化
が
進
め
ら
れ
ま
し

た
。

　
公
共
的
な
場
で
の
運
用
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

問
題
な
ど
の
社
会
的
受
容
性
に
関
す
る
実
証

実
験
と
し
て
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
開
業

時
に
研
究
学
園
駅
前
で
開
催
さ
れ
た
「
つ
く

ば
ス
タ
イ
ル
フ
ェ
ス
タ
」
会
場
に
設
置
し
ま

し
た
。
一
般
に
監
視
カ
メ
ラ
と
い
う
と
ビ
デ

オ
で
録
画
し
ま
す
が
、
屋
外
の
ス
ケ
ー
ル
で

は
人
間
等
の
動
き
は
画
面
上
で
相
対
的
に
遅

く
見
え
ま
す
。
そ
の
た
め
、
１
〜
２
分
間
隔

の
撮
影
で
も
十
分
な
監
視
が
で
き
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
産
総
研
は
異
常
が
発
生
し

た
画
像
だ
け
を
効
率
良
く
抽
出
す
る
ア
ル
ゴ

リ
ズ
ム
の
開
発
を
行
い
、
中
央
農
研
は
こ
の

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
組
み
込
ん
だ
フ
ィ
ー
ル
ド

サ
ー
バ
用W

eb

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
開
発

し
ま
し
た
。

　
つ
く
ば
市
は
東
京
に
近
い
田
園
都
市
で
あ

る
た
め
、
休
耕
田
や
里
山
で
産
業
廃
棄
物
の

不
法
投
棄
が
増
え
て
い
ま
す
。
小
さ
な
不
法

投
棄
を
放
置
す
る
と
あ
っ
と
い
う
間
に
巨
大

な
産
廃
の
山
に
な
っ
て
し
ま
い
、
そ
の
撤
去

に
は
巨
額
の
コ
ス
ト
が
か
か
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
複
数
の
カ
メ
ラ
で
周
囲
3
6
0
度
を
撮

影
で
き
る
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
ー
バ
と
高
解
像
度

カ
メ
ラ
を
搭
載
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
ー
バ
を

不
法
投
棄
監
視
に
用
い
た
実
証
実
験
を
つ
く

ば
市
と
共
同
で
行
っ
て
い
ま
す
（
図
２
）
。

ま
た
、
筑
波
大
・
産
総
研
と
共
同
で
動
画
か

ら
異
常
行
動
を
自
動
的
に
発
見
す
る
シ
ス
テ

ム
を
開
発
中
で
す
。

 

　 ■
極
限
環
境

　
電
子
機
器
に
と
っ
て
屋
外
は
、
台
風
の
暴

風
雨
や
夏
の
高
温
多
湿
な
ど
非
常
に
厳
し
い

環
境
で
す
。
そ
の
た
め
、
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
ー

バ
は
内
部
の
電
子
回
路
を
保
護
し
な
が
ら
過

酷
な
環
境
に
耐
え
ら
れ
る
耐
久
性
が
不
可
欠

で
す
。
こ
れ
ま
で
の
実
験
を
通
し
て
経
験
的

に
分
か
っ
て
き
た
こ
と
の
一
つ
は
、
「
行
く

の
が
困
難
な
場
所
ほ
ど
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
ー
バ

を
設
置
し
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
が
高
い
」
と

い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
、
ま
す
ま
す
過

酷
な
環
境
に
耐
え
る
必
要
が
生
じ
て
き
ま
し

た
。
し
か
も
、
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ほ
ど
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用
年
数
が
長

く
な
り
、
メ
イ
ン
テ
ナ
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ス
の
コ
ス
ト
も
節

約
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
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道
の
農
場

や
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東
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部
な
ど
に
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し
て
テ
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ト

を
し
て
来
ま
し
た
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近
年
、
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に
よ
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て
世
界
各
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で
氷
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湖
が
溶
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出
し
、
そ
の
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が
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と
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い
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す
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の
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に
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ジ

し
ま
し
た
。
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ラ
ヤ
の
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で
運
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る
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う
に
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・
軽
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こ
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で
、
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性
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と
低
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が
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ま
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３
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特　集 フィールドサーバの汎用化

フィールドモニタリング研究チーム　平藤　雅之

■
は
じ
め
に

　
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
ー
バ
は
、
農
場
の
よ
う
な

広
が
り
の
あ
る
空
間
の
環
境
デ
ー
タ
（
気
温
、

湿
度
、
日
射
量
、C

O
2

濃
度
な
ど
）
と
画
像

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
小

型
の
観
測
ロ
ボ
ッ
ト
で
す
。
フ
ィ
ー
ル
ド
サ

ー
バ
は
相
互
に
無
線L

A
N

で
通
信
し
て
セ
ン

サ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
な
り
、
そ
の
一
つ
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
繋
ぐ
と
す
べ
て
の
フ
ィ
ー

ル
ド
サ
ー
バ
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
繋
が
り

ま
す
。
2
0
0
2
年
に
試
作
機
第
一
号
が
完

成
し
、
こ
れ
ま
で
国
内
外
の
各
地
で
テ
ス
ト

を
し
な
が
ら
開
発
を
進
め
て
き
ま
し
た
（
図

１
）
。
2
0
0
5
年
に
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の

イ
ー
ラ
ボ
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
が
製
品
化
し
、

研
究
用
と
し
て
販
売
し
て
い
ま
す
。
最
近
、

松
下
電
工
も
製
品
化
し
、
試
験
販
売
中
で
す
。

　
さ
て
、
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
ー
バ
に
は
、
栽
培

管
理
、
地
球
観
測
、
不
法
投
棄
監
視
、
国
内

外
の
遠
隔
農
場
の
管
理
、
農
場
の
見
守
り
、

食
品
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
な
ど
様
々

な
用
途
が
あ
ま
す
。
そ
れ
ら
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
に
改
良
し
て
き
ま
し
た
が
、
現
在
の
大

き
な
課
題
は
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
ー
バ
の
汎
用
化

と
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
で
す
。
か
つ
て
我
が
国
の

農
業
機
械
産
業
が
経
験
し
た
よ
う
に
国
内
の

農
業
の
需
要
だ
け
で
は
量
産
効
果
は
小
さ
く
、

大
幅
な
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
は
な
か
な
か
困
難
で

す
。
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
ー
バ
を
汎
用
化
す
る
と

市
場
が
拡
大
し
、
価
格
は
安
く
な
り
ま
す
。

 

　 

　 

　 

　 

■
高
機
能
化

　
文
部
科
学
省
「
都
市
エ
リ
ア
・
筑
波
研
究

学
園
都
市
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
、
都

市
（
つ
く
ば
市
の
よ
う
な
田
園
都
市
）
に
お

け
る
ニ
ー
ズ
に
も
応
え
ら
れ
る
よ
う
フ
ィ
ー

ル
ド
サ
ー
バ
の
高
機
能
化
が
進
め
ら
れ
ま
し

た
。

　
公
共
的
な
場
で
の
運
用
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

問
題
な
ど
の
社
会
的
受
容
性
に
関
す
る
実
証

実
験
と
し
て
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
開
業

時
に
研
究
学
園
駅
前
で
開
催
さ
れ
た
「
つ
く

ば
ス
タ
イ
ル
フ
ェ
ス
タ
」
会
場
に
設
置
し
ま

し
た
。
一
般
に
監
視
カ
メ
ラ
と
い
う
と
ビ
デ

オ
で
録
画
し
ま
す
が
、
屋
外
の
ス
ケ
ー
ル
で

は
人
間
等
の
動
き
は
画
面
上
で
相
対
的
に
遅

く
見
え
ま
す
。
そ
の
た
め
、
１
〜
２
分
間
隔

の
撮
影
で
も
十
分
な
監
視
が
で
き
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
産
総
研
は
異
常
が
発
生
し

た
画
像
だ
け
を
効
率
良
く
抽
出
す
る
ア
ル
ゴ

リ
ズ
ム
の
開
発
を
行
い
、
中
央
農
研
は
こ
の

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
組
み
込
ん
だ
フ
ィ
ー
ル
ド

サ
ー
バ
用W
eb

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
開
発

し
ま
し
た
。

　
つ
く
ば
市
は
東
京
に
近
い
田
園
都
市
で
あ

る
た
め
、
休
耕
田
や
里
山
で
産
業
廃
棄
物
の

不
法
投
棄
が
増
え
て
い
ま
す
。
小
さ
な
不
法

投
棄
を
放
置
す
る
と
あ
っ
と
い
う
間
に
巨
大

な
産
廃
の
山
に
な
っ
て
し
ま
い
、
そ
の
撤
去

に
は
巨
額
の
コ
ス
ト
が
か
か
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
複
数
の
カ
メ
ラ
で
周
囲
3
6
0
度
を
撮

影
で
き
る
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
ー
バ
と
高
解
像
度

カ
メ
ラ
を
搭
載
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
ー
バ
を

不
法
投
棄
監
視
に
用
い
た
実
証
実
験
を
つ
く

ば
市
と
共
同
で
行
っ
て
い
ま
す
（
図
２
）
。

ま
た
、
筑
波
大
・
産
総
研
と
共
同
で
動
画
か

ら
異
常
行
動
を
自
動
的
に
発
見
す
る
シ
ス
テ

ム
を
開
発
中
で
す
。

 

　 ■
極
限
環
境
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台
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湿
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。
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」
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。
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。
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。
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。
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、
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で
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３
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日
本
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
イ
ネ
の
多

く
は
自
殖
性
が
強
く
、
品
種
の
純
度
が

高
く
維
持
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
開

花
時
に
お
し
べ
が
花
の
外
ま
で
伸
び
て

外
部
に
花
粉
を
飛
散
さ
せ
る
た
め
、
低

頻
度
な
が
ら
自
然
交
雑
も
し
ま
す
。
そ

の
た
め
、
遺
伝
子
組
換
え
イ
ネ
や
有
色

素
米
な
ど
、
花
粉
飛
散
に
よ
る
自
然
交

雑
に
注
意
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
こ
う
し
た
自
然
交
雑
を
抑
制
す

る
た
め
、
私
た
ち
は
東
京
大
学
、
九
州

大
学
と
共
同
で
、
「
花
粉
が
飛
散
し
な

い
（
閉
花
受
粉
性
）
イ
ネ
」
を
開
発
し

て
い
ま
す
。

　
イ
ネ
の
花
は
外
側
か
ら
、
穎
（
「
も

み
が
ら
」
と
な
る
部
分
）
、
鱗
被
、
お

し
べ
、
め
し
べ
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
（
図

１
）
。
「
鱗
被
」
は
外
穎
の
基
部
に
あ

る
丸
く
小
さ
な
器
官
で
、
イ
ネ
の
「
花

び
ら
」
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
、
鱗

被
が
膨
れ
て
外
穎
を
外
側
に
押
し
出
す

こ
と
に
よ
っ
て
イ
ネ
の
花
が
開
き
ま
す
。

鱗
被
の
形
を
変
化
さ
せ
れ
ば
、
開
花
せ

ず
に
内
部
で
受
粉
す
る
閉
花
受
粉
性
イ

ネ
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
は

ず
で
す
。

東
京
大
学

で
は
、
九

州
大
学
の

作
成
し
た

突
然
変
異
体
集
団
の
中
か
ら
、
お
し
べ

や
め
し
べ
に
は
変
化
が
な
い
も
の
の
、

鱗
被
が
変
形
し
て
、
膨
ら
む
こ
と
が
で

き
な
く
な
っ
た
た
め
、
開
花
し
な
く
な

っ
た
突
然
変
異
体
を
発
見
し
ま
し
た
（
図

２
、
３
）
。
中
央
農
研
と
東
京
大
学
で

さ
ら
に
詳
し
く
調
べ
た
結
果
、
閉
花
受

粉
性
の
原
因
遺
伝
子
は
、
鱗
被
と
お
し

べ

の

形

作

り

を

決

定

す

る

SU
P

E
R

W
O

M
A

N
1

（SP
W

1

）遺
伝
子
で

あ
る
こ
と
を
つ
き
と
め
、
こ
の
閉
花
受

粉

性

イ

ネ

を

su
p

e
rw

o
m

a
n

1
-

cleistogam
y (

略
称
：spw

1-cls)

と
名
付

け
ま
し
た
（
「cleistog

am
y

」
は
「
閉

花
受
粉
性
」
の
意
味
）
。
解
析
の
結
果
、

spw
1-cls

変
異
体
で
は
、SP

W
1

タ
ン
パ

ク
質
の
１
つ
の
ア
ミ
ノ
酸
が
別
の
ア
ミ

ノ
酸
に
変
異
し
た
た
め
、
機
能
が
低
下

し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
鱗
被
を

正
常
に
形
成
で
き
な
く
な
っ
た
が
、
わ

ず
か
に
残
っ
たSP

W
1

の
活
性
に
よ
っ
て

お
し
べ
を
正
常
に
形
成
し
、
閉
花
受
粉

性
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
中
央
農
研
と
東
京
大
学
の
圃
場
で
栽

培
し
た
と
こ
ろ
、spw

1-cls

変
異
体
の
主

要
な
農
業
形
質
は
原
品
種
と
顕
著
な
差

が
な
く
、
閉
花
受
粉
性
イ
ネ
品
種
を
育

成
す
る
た
め
の
有
望
な
遺
伝
資
源
と
し

て
期
待
さ
れ
ま
す
。
今
後
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
環
境
下
でspw

1-cls

を
栽
培
し
、

閉
花
受
粉
性
の
安
定
性
を
検
証
し
つ
つ
、

多
様
な
場
面
で
の
利
用
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

! !

市
民
講
座
開
講
中

 
 

地
域
の
方
々
に
中
央
農
研
を
ご
理
解
い
た
だ
く
た

め
に
、研
究
者
が
専
門
分
野
の
話
題
を
中
心
に
親
し

み
や
す
く
お
話
す
る
市

民
講
座
を
10
月
か
ら
開

講
し
ま
し
た
。
毎
月
、第

２
土
曜
日（
9
時
30
分
〜

10
時
30
分
）に
食
と
農
の

科
学
館in

つ
く
ば
で
開
催

し
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

（
今
後
の
予
定
）

第
6
回 

3
月
8
日（
土
）

　
　
植
物
の
病
気
か
ら

　
　
見
る
食
の
安
定
と

　
　
安
全

第
7
回 

4
月
12
日（
土
）

　
　
日
本
農
業
の

　
　
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
（
開
放
型
研
究
施
設
）

　
民
間
や
大
学
な
ど
と
共
同
し
て
研
究
を
行
う
た
め
に
、

研
究
施
設
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

●
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
学
官
共
同
開
発

　
研
究
施
設

●
環
境
保
全
型
病
害
虫
防
除
技
術
開
発
共
同
実
験
棟

●
萌
芽
研
究
推
進
共
同
実
験
棟

利
用
な
ど
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
先

企
画
管
理
部
　
業
務
推
進
室
（
交
流
チ
ー
ム
） 
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図1　イネの花の断面模式図

図2　閉花受粉性イネの穂
左：台中65号、右：閉花受粉性イネ
閉花受粉性イネではおしべが花の外に出ない。

図3　閉花受粉性イネの花の内部構造
左：野生型　右：閉花受粉性イネ
閉花受粉性イネでは、おしべは正常だが、鱗被（矢印）
が細長く伸長している。（内部が見やすいように、外穎
と内穎を取り除いてある）

平
成
19
年
度

基
幹
的
農
家
と
の
集
い
興
農
会
報
告

　
中
央
農
研
が

生
産
農
家
の
方

々
と
の
直
接
の

意
見
交
換
の
場

と
し
て
毎
年
開

催
し
て
き
て
い

る
興
農
会
を
、

12
月
12
日
に
中

央
農
研
大
会
議

室
に
て
開
催
し

ま
し
た
。
日
頃

か
ら
中
央
農
研
の
研
究
に
関
心
を
持
っ
て
お
ら

れ
る
生
産
農
家
28
名
を
は
じ
め
と
し
て
、
県
の

試
験
場
関
係
者
を
含
め
75
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

会
議
で
は
有
機
農
業
に
関
す
る
研
究
紹
介
を
行

い
、
農
家
の
方
々
か
ら
窒
素
施
用
、
堆
肥
の
広

域
流
通
、
ヒ
エ
の
除
草
な
ど
に
つ
い
て
質
問
が

あ
り
、
研
究
担
当
者
か
ら
回
答
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
生
産
農
家
か
ら
今
年
の
営
農
を
振
り
返

っ
て
、
ロ
ン
グ
マ
ッ
ト
の
利
用
状
況
や
稲
・
大

豆
の
作
柄
な
ど
を
中
心
に
報
告
し
て
頂
き
ま
し

た
。
な
お
、
本
会
の
詳
細
に
つ
い
て
は
冊
子
に

と
り
ま
と
め
公
表
し
ま
す
。

エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
2
0
0
7
に

出
展
し
ま
し
た

  

「
地
球
と
私
の
た
め
の
エ
コ
ス
タ
イ
ル
フ
ェ
ア

エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
２
０
０
７
」
が
12
月
13
〜
15

日
の
3
日
間
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
、

過
去
最
大
の
16
万
人
を
超
え
る
来
場
者
数
で
会

場
は
、
大
い
に
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
中
央
農
研
は
、
「
食
べ
物
の
ち
か
ら
」
の
コ

ー
ナ
ー
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
生
活
者
の
た
め
の
食

の
安
全
協
議
会
と

共
同
で
出
展
し
、

バ
イ
オ
燃
料
、
飼

料
イ
ネ（
牛
肉
、牛

乳
プ
リ
ン
試
食
）、

フ
ィ
ー
ル
ド
サ
ー
バ
、

ロ
ー
ル
ベ
ー
ル
等

を
展
示
し
、
研
究

者
が
直
接
、
研
究

成
果
を
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た
。

一
般
公
開
の
ご
案
内

日
　
時
　
平
成
20
年
4
月
18
日（
金
）10
時
〜
16
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
19
日（
土
）10
時
〜
16
時

場
　
所  

食
と
農
の
科
学
館
　
つ
く
ば
リ
サ
ー
チ

　
　
　
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー

公
開
内
容
・
研
究
成
果
を
ク
イ
ズ
で
紹
介
　
　

　
　
　
　
・
お
米
新
品
種
、
飼
料
イ
ネ
肥
育
牛

　
　
　
　
　
の
試
食

　
　
　
　
・
研
究
者
に
よ
る
講
演
会

お
問
い
合
せ
先 

            

企
画
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理
部
情
報
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報
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広
報
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